
市の組織及び財政 
 
１ 職員数一覧                      （令和 7.4.1） 

 

所  属  別 条 例 定 数 
実  人  員 

合 計 一般職員 教 員 

 

総 数 

人 人 人 人 

21,183 
18,287  

〈883〉 
12,059  

〈685〉 
6,228 

〈198〉 

市 長 の 事 務 部 局 の 職 員 7,303 
6,883  

〈428〉 
6,883  

〈428〉 
－ 

議 会 の 事 務 部 局 の 職 員 40 37 37 － 

選挙管理委員会の事務部局の職員 34 32 32 － 

監査委員の事務部局の委員 26 25 25 － 

教育委員会の事務部局及び教

育委員会の所管に属する教育

機関の職員 

8,922 
（うち教員 7,542） 

6,960 
〈266〉 

732 
〈68〉 

6,228 
〈198〉 

人事委員会の事務部局の職員 17 16 16 － 

農業委員会の事務部局の職員 
13 

6  

〈3〉 

6  

〈3〉 
－ 

消 防 職 員 1,669 
1,523  

〈55〉 
1,523  

〈55〉 
－ 

交 通 事 業 の 職 員 2,026 
1,801  

〈45〉 
1,801  

〈45〉 
－ 

上 下 水 道 事 業 の 職 員 1,133 
1,004  

〈86〉 
1,004  

〈86〉 
－ 

 
注：１ 実人数には、休職者等（条例定数外）を含む。 
  ２ 教育委員会の事務部局及び教育委員会の所管に属する教育機関の職員の実人員は、 
   教育長を含む。 
  ３ 消防職員の実人員は、消防局長を含み、初任教育中の職員を除く。 
  ４ 〈 〉は再任用職員数（条例定数内。外数）である。ただし、再任用短時間職員の数

については、1 週間の勤務時間が 38 時間 45 分につき 1 名として算定している。 
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３ 本市の財政運営 

本市では、特別の財源対策を講じない安定した財政運営、将来世代に配慮

した財政運営を実施し、年 35 億円を目安とした過去負債の返済（公債償還基

金への返済）を、「新京都戦略」において財政運営目標に掲げ、着実に実行し

ています。「新京都戦略」の初年度である令和 6 年度決算では、令和 5 年度に

続き、特別の財源対策を実施せず黒字を達成するとともに、過去負債を計画

通り 35 億円返済することができました。また、令和 7 年度予算は、収支均衡

予算を継続しております。さらに、公債償還基金の計画外の取崩し、いわゆ

る過去負債の返済については、計画どおり 10 億円を計上することで、令和 2

年度末に、最大 642 億円あった残高は 425 億円まで減少しております。今後、

令和 7 年度の補正予算とあわせて、年 35 億円を目安に返済してまいります。 

京都市の財政状況は着実に改善しているものの、個人市民税の納税義務者

数の割合が指定都市の中で最も低いこと、市域の約 4 分の 3 が森林であるこ

と、木造家屋が多いことなど、京都ならではの都市特性が、残念ながら税収

面では、構造的な課題となっております。加えて、インフレが進む中、あらゆ

るコストが上がっていること、また人口減少の課題などもあることから、引

き続き緊張感をもって財政運営に取り組んでまいります。 

今後の行財政運営については、歳出抑制に軸足を置いた財政運営ではなく、

京都のまちの魅力や市民生活の豊かさの更なる向上を図り、担税力の強化、ひ

いては持続可能な行財政の確立につなげてまいります。このため、市民参加・

協働の下、京都の目指すまちの姿を共有し、財政状況の見える化を図りつつ、

社会経済情勢などに応じた不断の点検を行うとともに、限りある財源と人員

を、京都の価値・値打ちを高める施策へ重点的に配分してまいります。さらに、

将来世代の負担軽減により、将来負担を適切にコントロールしてまいります。 

 

４ 令和 7 年度予算の概要 

⑴  予算編成方針 

令和 7 年度当初予算は、松井市政として、実質初めての通年予算であり、

令和 6 年度の「京都の未来を見据え、種まきとなる基盤づくり」から進化

し、令和７年度は、「突き抜ける世界都市の実現に向けた本格展開予算」を
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編成しました。また、安心安全で活力あるまちづくりを市民生活の更なる

向上につなげていくため、特に市民生活を守る取組、喫緊の課題である人

口減少に対する取組、そして京都の価値・強みを活かし、先導的・挑戦的に

展開していく取組を強化した予算としています。 

 

⑵  概要 

令和 7 年度予算は、令和 6 年度予算に続く、収支均衡予算とし、予算規

模は、9,575 億円となりました。また、これまで赤字補填のために公債償還

基金から取り崩してきた「過去負債」の計画的な返済に向けて、当初予算

では 10 億円を計上し、今後、補正予算とあわせて年 35 億円を目安に返済

を行っていくこととしています。 

 

⑶ 予算の規模 

⑷ 主な重点施策の概要 

ア 京都のまちが紡ぐ文化の力を活かし 

  「新たな魅力・価値を創造し続けるまち」 

（ア）誰もが文化に触れる機会の創出と文化の継承・創造の基盤整備 

（イ）京都の自然・歴史が育んできた文化を基軸とした価値創造 

（ウ）京都の歴史、文化、町並みの象徴である京町家の保全・継承 

（エ）市民生活と「観光」の両立 

イ 居場所と出番により、つながり・支え合う 

  「包摂性が高く誰もが生き生きと活躍できるまち」 

（ア）つながり・支え合いによる地域コミュニティの活性化と持続可能な地域づくり  

49



（イ）福祉・健康づくり・医療衛生の一体的な推進 

（ウ）スポーツによる人づくり、健康づくり、地域づくりを通じた心豊かな社会の実現  

（エ）一人一人が尊重され、誰一人取り残されない共生社会の推進 

ウ 京都の伝統・知恵・イノベーションの力により 

  「都市の活力と成長を支える産業が育つまち」 

（ア）京都経済を支える地域企業・中小企業の持続的発展・成長の支援 

（イ）地域と文化を支える伝統産業や商業の振興、食文化の継承・発展 

（ウ）スタートアップ創出・成長促進、成長産業の振興、企業立地の推進 

（エ）農林業の成長産業化、持続可能な経営の支援 

（オ）大学のまち・京都の強みを活かした都市の活力の創出 

（カ）都市の成長や魅力向上につながる都市機能の集積・充実 

エ 京都ならではの学びと子育て環境を通して 

  「未来を担う子ども・若者を社会全体で共にはぐくむまち」 

（ア）子どもが興味や関心を高め夢中になれる教育の推進 

（イ）子ども・若者を誰一人取り残さない切れ目ない支援の推進 

（ウ）子育て世帯をはじめ市民にとって魅力あるすまいの流通 

オ 豊かな自然・歴史的景観と地域の魅力を活かした 

  「自然環境と調和する持続可能なまち」 

（ア）脱炭素化・資源循環の推進・生物多様性の保全と回復の一体的実施 

（イ）多面的機能を有する森林・農地の保全・活用・魅力発信 

（ウ）豊かな自然・歴史的景観の保全 

（エ）持続可能な公共交通の維持、多様な主体との連携によるまちづくりの推進  

カ 市民のいのち・暮らしを守る 

  「安心安全で災害に強いレジリエントなまち」 

（ア）危機管理・防災体制の構築 

（イ）防災減災のためのインフラ整備 

（ウ）消防救急体制の確保 

（エ）安心して暮らせるまちづくり 
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⑸ 会計別予算額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

51



⑹ 一般会計歳入予算内訳 
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⑺ 一般会計歳出予算の内訳 

ア 行政目的別内訳 
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イ 経費性質別内訳 
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